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2012ジャパンペットフェア開催イベント概
要固まる…印刷物も完成、最終準備段階へ
1/31には東京国際フォーラムで記者発表

一般社団法人日本ペット用品工業会主催の2012 ジ
ャパンペットフェアは、3月29日(木)から4月1日(日)ま
での４日間、千葉市・幕張メッセで、盛大に開催す
る。震災によって延期になった2011年を継承としての
開催となる。

一般社団法人化して
初めての開催となる今
回は、「第1回ジャパ
ンペットアワード」の
表彰式や、「第1回
JPFカップ」をかけた
競技会やコンテストな
ど新企画を満載して実
施される。

2012 ジャパンペッ
トフェアは、犬、猫、
観賞魚、小鳥、小動
物、は虫類、昆虫関連
企業200社（団体含）
以上が出展、約5２0小
間の展示ブースに最新
の国内外のペット用品
が一堂に会す。ペット
の普及拡大と正しい飼
育の啓蒙啓発を目的と
した企画も充実した、
公益性の髙い国内最大
規模のトレード&フェ
スティバルである。　　

開催テーマは、2011
ジャパンペットフェア
の継承で「見つけよ
う！ペットと暮らす喜

びを」。約１５万人の入場者を見込んでいる。
新企画の一つジャパンペットアワードでは、日頃ペ

ットと共に暮らす喜びを広く一般に伝えている著名人
や動物愛護に繋がる活動をしている人を表彰し、広
く、その業績と功労を称える。またＪＰＦカップは、
ドッグダンス大会やタイムレース・金魚すくい選手
権、新製品コンテスト（出展社対象）や店頭ディスプ
レイコンテスト（ビジネス来場者対象）など、競技会
やコンテストを開催する。

以下は主なイベントである。（順不同）

●ＰＡＷＦＥＣＴ　ドッグダンス　　
●トリミングコンテスト
●ドッグタイムレース　　　　　　　
●アクアリウムレイアウトコンテスト
●全国金魚すくい選手権　千葉幕張予選大会
●クワガタムシのレスリング「クワレス」
●新製品コンテスト　
●ベストブースコンテス
●Birthday Pet (バースデ

イペット)プロジェクト
子どもがペットを育てら

れる責任感を持った時、家
族の一員として迎える企
画。ペットの世話をして育
てることは、命の大切さや
思いやりをもつ、優しい心
を育むといわれ、同企画を通じてペットとの共生を啓
蒙啓発する。。

●さかなクンおもしろトークショー　　
●カイくんがやってくる！　
●ドッグクリッカートレーニング
●愛犬と一緒に音楽に合わせて踊るドッグダンス
●ディスカバリードッグ
●愛犬と祝うブライダル
●ドッグタイムレース
●愛犬のための肉球マッサージ体験
●ペットモデルオーディション
●人とワンちゃんが創りだすスタイリッシュアート
●チャンピオンキャット大集合
●全国金魚すくい選手権大会
●金魚展示水槽『ドラディショナルアクア』　
●誕生魚『パワーフィッシュ』　
●十二支　観賞魚大集合
●小動物・小鳥・猛禽類の展示＆ふれあいコーナー
●昆虫ジャングルファイト
●昆虫ふれあいコーナー
●ハ虫類の展示コーナー
●会場限定スペシャルキャンペーン
●ビジネスチャンス スタンプラリー
●新製品コンテスト
●ベストブースコンテスト
●アニマルセラピーの研究と実践の紹介
●ペットスペシャリスト特別セミナー
●その他

以下はジャパンペットフェアビジネスデー、一般デ
ーイベントステージにおけるショースケジュール（予
定）は次の通りである。
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ペット用品取扱士検定試験　受験者募集
ジャパンペットフェア会場で実施

第３回ペット用品取扱士資格試験が
ジャパンペットフェア会場（千葉幕張
メッセ展示場）において3月30日午後1
時～午後4時実施される。実施当日は
ジャパンペットフェア商談日会期中と
なり、業者だけしか入場できないが、
同資格試験実施により、受験者に限り一般の方でも入場で
きる。
■受講受験資格

年齢、性別、国籍を問わない。受験希望は指定の受講受
験申込書(無料)が必要。→申込は事務局まで。
■対象　

①一般社団法人日本ペット用品工業会会員
②同会員会社従業員・家族
③非会員
・メーカー：マーケティング、商品管理、企画開発、営

業担当者他
・流通：仕入、商品管理、企画、営業担当者他
・小売店：マネージャー、バイヤー、売場担当者他
・学生：大学生、ペット関連専門学校他
・その他一般

■受講受験料(受講料、教材費、認定料を含む)
・会員、社員及び家族　   1名 18,000円
・学生(大学、専門学校)　1名 20,000円　
・非会員、一般            　1名 23,000円
・団体料金

1企業（学校）5名以上受験の場合10%の割引
■申込み

受講受験書に必要事項を記入し、郵送またはFAXにて
送付。受験料入金確認後、①受験票、②教本が送られる。
■問題集（500円）

過去の出題を含めてまとめている。教本補助教材として
受験勉強に便利。Ａ4サイズ16頁。
●願書締切日　平成24年3月10日（必着）

ペットとの共生推進協議会　会員募集
ジャパンペットフェア会場でも告知、入会受付

ペットとの共生推進協議会協力部会が担当している「ペ
ットとの共生推進協議会」は、ペット界関係者に参加を広
範囲に呼びかけを開始した。

「ペットとの共生推進協議会」ではより多く入会しても
らい、同協議会の二大テーマである「ペット飼育の普及促
進」と、「正しい飼い方の啓蒙・啓発」活動を効果的に推
進していく。今年の事業として秋に｢ペットとの共生｣をテ
ーマに関連団体に広く呼び掛けシンポジウムの開催を決
定。準備を開始した。この他にも順次活動していくとい
う。

「当会と致しましてもペット業界挙げての取組みと考
え、会員全社のご入会を目指していきます。是非ともご入
会頂き、ペット界一丸となってペットとの共生推進活動に
参画頂くようお
願い申し上げま
す。」（柳原会
長）

同協議会協力
部会では３月29
日～４月１日、
ジャパンペット
フェア会場（千
葉幕張メッセ展
示場）におい
て、入会受付カ
ウンターを設置
して、会員募集
活動を行う予
定。
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新規策定「ペット用品統一表示ガイドライン
Ver.2』説明会を 1/26、27東京、大阪で開催

業界の自主基準ともいうべき「ペット用品統一表示ガ
イドライン」の策定は、ペット用品工業会が 2007 年から
進めてきた事業の一つで、2009 年には第一期として

「Ver.1 表示項目編」として策定していた。今回の Ver.2
は第二期目として、表示規定を加えて「Ver.2 統一表示
編」を策定したもの。

同説明会では、柳原会長の挨拶、石川表示委員長によ
る経過説明に続いて、「Ver.2 統一表示編」の概要、運用
について委員長及び委員より業種別に説明が行われた。
以下は説明会の主な内容である。

1.「Ver.1 表示項目編」と「Ver.2 統一表示編」の違い
について。ガイドライン 6 頁参照。

・表示一覧表
取り決めをした表示基準のうち「表示項目」は「Ver.1

表示項目編」で第一期に策定されたものを一部修正・追
加した。大分類、中分類、小分類に分類して、表示しな
くてはいけない項目を必須、任意（表示が望ましい）、無
指定（各社対応）で指定した。

・表示規定
「Ver.2 統一表示編」で第二期作業として新たに策定し

た。表示項目だけに留まらず、その表示内容にまで踏み
込んで基準つくりを行ったもの。

2.強度基準と性能基準について
「Ver.2 統一表示編」の中で、一部の製品について、強

度基準と性能基準を設けた。
強度基準の対象となったのは首輪、引き紐、胴輪、リ

ールリード類。性能基準の対象は観賞魚用ヒーター。い
ずれも一般社会からの「安心・安全」の要請に応えたも
のである。第三期策定作業では、第二期作業の確認に加
えて、製品によって、このような品質基準を検討してい
く予定である。

3.運用について
「ペット用品統一表示ガイドライン Ver.2』の運用は、

先ず、参加社は、「参加登録書」、「誓約書」を事務局に提
出する。次に同ガイドラインに適合した製品を随時、「使

用届け出書」に明記して事務局に提出する。「使用届け出
書」を提出すれば適合品証マークの使用（印刷またはシー
ル貼り）が可能となる。

以上登録から届け出、適合品証マーク使用まで、自社の
責任管理で行われる。なお、ガイドライン Ver.2 策定に伴
い、新しいマークを使用する。

4.届け出時の製品（商品）の分類について
表示一覧表作成時に、分類漏れがあったり、分類間違い

のある場合も想定されるので、実際に届出書作成中に不明
な点があれば表示委員会宛に質問を呼び掛けている。

5.説明会での質疑概要
説明会では以下のような質問があった。表示委員会で既

に対応した事項、現在検討中の事項を一部紹介する。
①猫砂の表記の場合、大分類が猫用とあるが猫用猫砂と

しなくてはいけないか→猫用の表記は不要。
②「Ver.1 表示項目編」時に一度登録書を提出している

が再提出は必要か→不要。
③「Ver.1 表示項目編」の適合品証マークの使用は今後

できなくなるのか→2009 年に策定したペット用品統一表
示ガイドライン・表示項目編用に作成した「表示項目適合
品証マーク」は、「統一表示適合品証マーク」の実施に伴
い新規登録は 2011 年 12 月 31 日までとし、使用可能期間
は 2016 年 8 月 31 日まで。ガイドライン 70 頁参照。

④観賞魚用飼育セットについて、複数の製品の組み合わ
せなので、もう少し柔軟にできないか→検討。

⑤弊社の商品は開封後の消費期限となっているが、その
場合、消費期限の扱いはどうすればよいか→検討。

⑥表示規定の説明が無いカテゴリーがあるが？→表示規
定は、原産国（項目番号 1）、表示者名（項目番号 5）、品
名品目（項目番号 7）の３項目以外にも表示規定を設けた
製品についてまとめたものである。ガイドライン 6 頁参
照。説明を省略したカテゴリーの表示規定はガイドライン
5 頁の「原産国（項目番号 1）、表示者名（項目番号 5）、
品名品目（項目番号 7）」を参照。

⑦適合品証マークはいつ支給されるのか→参加登録書及
び誓約書（ガイドライン 71～72 頁）の提出後、データを
メールにて支給する。

⑧表示違反の対応について→使用に関する管理は、原則
として登録企業の「管理責任者」の責任で行なう。「管理
責任者」とは、登録企業が任命した社員で、統一表示適合
品証マークの使用・管理業務全ての責任を負う。自主的に
管理運営する委託方式を採用する。必須項目の表示が無い
ことが判明した場合、、違反者(登録企業)に状況説明(文書)
と改善を要請するとともに、統一表示適合品証マークの使
用を禁止する。ガイドライン 70 頁参照。将来的には試売
検査を行い、違反をチェックしていく。
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参加登録書
誓約書

(１回のみ）

使用届け出書…認定可能の
製品で適合品証使用の場合

(製品毎　随時受付)

適合品証マーク使用
(製品毎、随時使用)

提出 提出
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